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ゆたかな心をはぐくむ
95 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

　菊陽人りさーちの掲載を希望する人は氏名、年齢、住
所、連絡先（昼間）をお知らせください。掲載対象は、小
学生以上で菊陽町に住んでいる人です。掲載が決まりま
したら、ご連絡します。

■申し込み・問い合わせ
　〒869-1192　（住所不要）
　菊陽町役場総合政策課　☎（232）2112
　sogoseisaku@town.kikuyo.lg.jp

募集中
！

菊陽人りさーち
辻
つじ

畑
はた

　征
ゆき

弥
や

さん
（20歳・八久保）

◦趣味　漫画を読むこと
◦特技　数学、勉強を教えること
◦今後の目標
　将来の夢をみつける
◦やってみたいこと
　新しい分野を大学で学びたい
◦両親へ
　育ててくれてありがとう
［菊陽のおすすめスポット］
　さんさん公園（学校の行事で訪れて
　楽しかった思い出があります）

岩
いわ

下
した

　将
まさ

之
ゆき

さん
（20歳・三里木北）

武蔵ヶ丘北小学校　６年　石原　悠
ゆう

夏
な「未来へ」

　私は今まで「戦争がうばったものは何か」というテー
マをもとに平和学習をしてきた。しかし、長崎の地で
語り部の八木道子さんから「『平和のバトン』はだれ
にでもつなぐことができる」という話を聞いて、自分
自身が情けなくなった。私の心のどこかに、戦争は自
分たちには関係ないという思いがあったことに気がつ
いたからだ。
　私は、修学旅行の実行委員や班長をした。私が困っ
た時は、班のみんなが一緒に考えてくれたり、はげま
してくれたりした。だから、私もみんなのように困っ
ている人に気づき、行動できる人になりたいと思った。

きっとこのことも戦争をなくす第一歩につながるので
はないだろうか。
　最近、テロや核実験などが行われ、世の中が少し戦
争に近づいているような気がする。戦争はひとごとで
はない。長崎の地で現地学習をし、八木さんからたく
さんの思いを聞いた私たちは「平和のバトン」をうけ
ついだ者として、次の世代に戦争の悲惨さや恐ろしさ
を伝えていく責任がある。71年前、戦争によってう
ばわれたたくさんの人々の「命」「夢」そして、「未来」
にこめられた思いをむだにしたくない。
　これからは、差別や偏見、私たちの周りで起きてい
る戦争などに対して自分自身をふり返り、気づき、考
え、行動できる人になりたい。

（先生から）身の周りで困っている人に気付き、行動するこ
とが戦争をなくす第一歩につながるのではない
かという悠夏さんの思い、よく伝わります。「平
和のバトン」を受け継いだ者として、差別や偏
見を見抜き、行動にうつせる人になってくださ
い。

「『平和のバトン』を受け継いでいく」
と話す石原悠夏さん 　　　　　　　

なかよし園　豊住　拓
たく

聖
と

（６歳）「にんじんほりのおてつだいをしたよ」

　はたけにいってにんじんをほってママのきかいにい
れてから、はっぱをどんどんおとしていってからはこ
にいれた。
　いっぱいもってママに「はい」ってしてからママが
もてなかったからぼくがもった。あおむしがおったけ
んもってかえった。
　かえってからは、ママがせんたくもんをほしてから
ぼくがたたんだ。

（先生から）拓聖さんは、給食の時、苦手な物を食べられな
い年下の子に「少しだけ食べてごらん」「おいし
いよ」と声を掛けて、食べ終わるまで見守って
くれる優しいお兄さんです。この絵はお母さん
と畑に行きお手伝いしたときのことです。ママ
の働く姿に自然と自分も手伝おうと思った優し
い気持ちが伝わります。保育園でもにんじんの
機械のことや畑で見つけたモグラのことなど生
き生き話してくれています。

ママのお手伝いをしたよ

◦趣味　スポーツ、剣道
◦特技　将棋
◦将来の夢
　海外で働く
◦やってみたいこと
　世界一周
◦友達へ
　たくさんお酒飲みに行きましょう
［菊陽のおすすめスポット］
　武蔵ヶ丘中武道場
　（剣道を頑張った思い出の場所です）
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人権啓発標語 「勇気を持った　私の一言　友達一人増えました」 菊陽中部小学校　５年　横山　柊
しゅう
香
か

絵の題名
「にんじんほり」

キャロッピー


